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研究計画作成のためのワーク・シート

名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


1． 研究の問いを設定してください。
(例)　消費税増税に関連して：消費税の増税は、大学生の消費行動を変化させるの
か？
市長選挙に関連して：現職は市長選挙において勝利しやすいのか？





2． では、上記で設定した問いを原因と結果に分けて整理しましょう。
(例)原因：消費増税　／　結果：大学生の消費行動の変化

原因　[                                           ]

結果  [                                           ]


3． なぜ、その原因と結果の間に因果性があると考えられるのでしょうか。そのプロセスを矢印を使いながら考察していきましょう。
(例)現職→選挙において多くのリソースを持っている（資金、人脈）→有権者からの認知度が高い→票が集まりやすく当選しやすい











4． では、原因がそうではない場合にも、帰結はそうであるといえるでしょうか。言えないのならば、帰結に影響を及ぼしていそうなほかの要因とは何でしょうか？
(例)「現職ではないから、当選しにくい」とは必ずしもいえない。
　　→現職ではなくても、現職に対する低評価、対抗馬の認知度合いなどによっては、現職
ではなくても善戦する場合はある。現職であっても、他の要因次第では、落選の可能性
もある

　
　他の要因：











5． 最後に、仮説を設定して下さい。




